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議長あいさつ 

議員紹介 
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委員会報告 
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（北川内：仁王堂） 
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1番　佐藤　正憲 
３期目 

小野田：西上野目 

2番　米木　正二 
６期目 

中新田：十日市 

3番　早坂　良平 
３期目 

小野田：小瀬 

4番　一條　　光 
３期目 

小野田：東上野目 
 

5番　吉岡　博道 
３期目 

小野田：原 

　6番　門脇　幸悦 
３期目 

中新田：下多田川 

7番　下山　孝雄 
４期目 

小野田：長清水 

8番　沼田　雄哉 
１期目 

宮崎：上小路２ 

9番　工藤　清悦 
２期目 

中新田：下新田上 

10番　三浦　英典 
１期目 

宮崎：小泉 
 

11番　佐藤　善一 
３期目 

宮崎：北永志田 

12番　近藤　義次 
11期目 

中新田：岡町 

13番　佐藤　澄男 
５期目 

小野田：雷 

14番　福島　久義 
３期目 

中新田：四日市場沖 

15番　尾形　　勝 
３期目 

中新田：上多田川下 

16番　高橋　源吉 
２期目 

小野田：小野田城内 

17番　一條　　寛 
１期目 

小野田：北区 

18番　星　義之佑 
４期目 

中新田：西町 

19番　猪股　信俊 
４期目 

宮崎：柳沢 

20番　米澤　秋男 
５期目 

中新田：下新田下 

議 員 紹 介  議 員 紹 介  議 員 紹 介  
平成17年3月20日の選挙で選出された議員を紹介します（議席順） 
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の 予 算 を 可 決 の 予 算 を 可 決 の 予 算 を 可 決 
一　般　会　計 

一般会計１４０億６,５００万円 

　加美町として３回目の予算編成となる平成１７年度は、依然として地方財政の 
厳しさが続く中、国の三位一体改革により一層の行財政改革に迫られています。 
　国、県が前年度比それぞれ０．１％増、０．９％減の｢緊縮型予算｣となってい 
る中で、加美町は合併の優遇制度を生かしながら０．４％の微増となりました。 
　議会費については新しい定数によって４９％減となりました。 

22億1,056万円 

58億5,000万円 

6億5,482万円 

6億6,749万円 

4億5,900万円 

28億7,590万円 

13億4,723万円 

1億3,258万円 

20億549万円 

23億1,180万円 

10億3,350万円 

493万円 

9億1,517万円 

2億6,669万円 

議　会　費 

総　務　費 

民　生　費 

衛　生　費 

労　働　費 

農林水産業費 

商　工　費 

町　　　税 

地方交付税 

国庫支出金 

県 支 出 金  

繰　入　金 

町　　　債 

ほか（15款） 

10億2,673万円 

5億1,912万円 

31億3,675万円 

150万円 

26億7,705万円 

3,369万円 

土　木　費 

消　防　費 

教　育　費 

災害復旧費 

公　債　費 

予　備　費 

前年比4.7億円増 

歳 入  歳 出  歳 入  歳 出  

横浜ドイツ学園の子供たちとの交流 



平成17年５月20日発行　かみまち議会だより  

総 額 ２４５ 億 円 総 額 ２４５ 億 円 総 額 ２４５ 億 円 
新町建設計画の実行を基本に 新町建設計画の実行を基本に 

特　別　会　計 

特別会計９７億４,００５万円 

水道事業会計７億３,７６４万円 

　町が特定の事業を行う場合や、特定の歳入をもって特定の歳出を行う場合の特 
別会計は、加美町としてこれまで１２会計あったものに、１７年度から１会計を 
加え総額の９７億４,００５万円を審議し可決しました。　　　　 
　今回新設されたものは、浄化槽事業特別会計で、下水道事業計画に定められた 
地域外に、合併処理浄化槽を設置し維持管理をする条例制定に伴うものです。 

25億5.500万円 

30億5,500万円 

14億5,600万円 

3,500万円 

580万円 

5,300万円 

560万円 

145万円 

820万円 

4億3,600万円 

15億3,500万円 

5,800万円 

5億3,600万円 

国 民 健 康 保 険 事 業  

老 人 保 健  

介 護 保 険  

介 護 サ ー ビ ス 事 業  

加美郡介護認定審査会 

簡 易 水 道 事 業  

小野田簡易給水施設事業 

霊 園 事 業  

町 営 駐 車 場 事 業  

小野田温泉保養センター等事業 

下 水 道 事 業  

浄 化 槽 事 業  

工 業 用 地 等 造 成 事 業  

健康体操で元気なお年寄り 
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現庁舎（本所） 

昨年試行運転した住民バス 
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審 議 
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一
般
財
源
の
比
較
は
 

 　
　
　
三
位
一
体
改
革
に
よ
り
、
地
方
税
と
地
方
交
付
税
、

　
　
　
臨
時
財
政
対
策
債
の
い
わ
ゆ
る
一
般
財
源
は
16
年
度

と
比
較
し
て
ど
う
影
響
あ
る
の
か
。
 

 　
　
　
地
方
税
と
地
方
交
付
税
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
合
計
 

　
　
　
に
つ
い
て
は
、
平
成
17
年
度
ま
で
85
億
３
、
0
0
0

万
円
ほ
ど
見
て
い
ま
す
が
、
平
成
16
年
度
の
決
算
見
込
み
で

90
億
９
、
0
0
0
万
円
で
、
約
５
億
６
、
0
0
0
万
円
の
差

が
あ
り
、
そ
の
内
地
方
交
付
税
で
は
２
億
ぐ
ら
い
減
収
に
な

っ
て
い
ま
す
。
 

  

税
金
未
納
の
対
応
 

 　
　
　
15
年
度
決
算
で
収
入
未
済
額
が
ト
ー
タ
ル
で
１
億
８
、

　
　
　
０
０
０
万
円
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
が
、
滞
納
者
に
対

し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
く
の
か
。
 

 　
　
　
現
在
は
給
与
差
し
押
さ
え
、
そ
れ
か
ら
申
告
等
に
よ

　
　
　
り
、
所
得
税
の
還
付
金
を
差
し
押
さ
え
る
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。
 

  

住
民
バ
ス
に
つ
い
て
 

 　
　
　
住
民
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
協
議
会
等
を
予
算
化
し

　
　
　
て
い
な
い
の
は
、
ど
う
い
う
理
由
か
。
 

 　
　
　
住
民
バ
ス
に
関
す
る
運
営
協
議
会
等
の
委
員
に
つ
い

　
　
　
て
は
、
人
選
を
含
め
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
利

害
関
係
者
の
参
加
等
も
考
え
て
い
る
た
め
、
報
酬
に
つ
い
て

は
、
計
上
し
て
い
ま
せ
ん
。
 

 

新
庁
舎
建
設
委
員
会
の
設
置
 

 　
　
　
新
庁
舎
の
建
設
検
討
委
員
会
の
委
員
の
報
酬
が
予
算

　
　
　
化
も
さ
れ
、
新
庁
舎
建
設
と
い
う
も
の
が
初
め
て
予

算
等
に
出
て
く
る
が
、
検
討
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
を
伺
い
た

い
。
 

 　
　
　
新
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
で
あ
り
ま
す
が
、
メ
ン
バ

　
　
　
ー
等
々
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
考
慮
中
で
す
。
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産
廃
処
分
場
に
つ
い
て
 

 　
　
　
環
境
基
本
条
例
等
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
が
、
鳴
子

　
　
　
町
向
山
地
区
の
産
廃
処
分
場
の
建
設
に
断
固
と
し
て

反
対
の
立
場
を
堅
持
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
現
状
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
 

 　
　
　
昨
年
４
月
５
日
、
㈱
循
環
か
ら
大
崎
保
健
福
祉
事
務

　
　
　
所
に
鳴
子
町
向
山
地
区
の
産
廃
建
設
に
対
し
て
の
計

画
概
要
書
が
提
出
さ
れ
て
お
り
、
７
月
７
日
、
宮
城
県
に
お

き
ま
し
て
関
係
当
局
審
査
の
結
果
、
計
画
不
備
に
つ
き
差
し

戻
し
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
年
２
月
22
日
、
同
社
が
再
度

計
画
概
要
書
を
大
崎
保
健
福
祉
事
務
所
に
提
出
し
て
お
り
ま

す
。
 

                     

 

地
域
特
産
物
施
設
整
備
事
業
 

 

　
　
　
園
芸
振
興
費
の
中
の

　
　
　
設
計
管
理
委
託
料
８

０
１
万
２
、
０
０
０
円
、
そ

し
て
工
事
請
負
費
１
億
７
、

0
4
8
万
円
の
内
容
に
つ
い

て
伺
う
。
 

 　
　
　
地
域
特
産
物
施
設
整

　
　
　
備
事
業
は
、
平
成
17

年
度
の
新
規
事
業
で
あ
り
、

中
新
田
の
キ
ノ
コ
培
養
組
合

が
管
理
す
る
培
養
施
設
の
改

良
工
事
で
あ
り
ま
す
。
今
現

在
売
上
げ
が
２
億
５
、
７
０

０
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
宮

城
県
内
の
約
70
％
の
シ
ェ
ア

を
占
め
て
い
ま
す
。
 

  

森
林
空
間
活
用
施
設
整
備
工
事
 

 　
　
　
森
林
空
間
活
用
施
設
整
備
工
事
６
、
５
2
5
万
円
と

　
　
　
あ
る
が
、
来
年
度
に
か
け
て
の
事
業
内
容
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
ど
の
順
序
で
行
う
の
か
。
 

 　
　
　
白
沼
、
長
沼
地
区
で
平
成
14
年
度
か
ら
平
成
18
年
度

　
　
　
ま
で
の
事
業
で
実
施
し
て
お
り
、
16
年
度
ま
で
道
路
、

キ
ャ
ン
プ
場
が
整
備
さ
れ
、
17
年
度
は
炊
飯
施
設
と
ト
イ
レ

1
棟
、
給
水
施
設
を
、
18
年
度
に
体
験
交
流
施
設
を
整
備
す

る
予
定
で
す
。
 

  

 

 

広
原
小
学
校
の
建
設
 

 　
　
　
広
原
小
学
校
の
建
設

　
　
　
工
事
費
７
億
５
、
０

０
０
万
円
の
内
容
は
。
 

 　
　
　
建
物
の
構
造
は
１
階

　
　
　
建
て
で
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
考
え
て
い
ま
す
。

広
原
小
学
校
の
内
部
に
可
能

な
限
り
地
場
産
の
木
材
を
使

う
よ
う
に
指
示
し
て
い
ま
す
。
 

上多田川下にある中新田きのこセンター 

広原小学校 

キャンプ場として整備された長沼付近 

鳴子町向山地区 

QA

QA

QA

QA



　
地
球
温
暖
化

や
ご
み
の
大
量

廃
棄
な
ど
環
境

悪
化
が
叫
ば
れ

て
い
る
中
で
、

町
、
町
民
、
事

業
者
な
ど
が
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割

を
持
っ
て
協
力

し
合
い
な
が
ら
、

将
来
に
わ
た
っ

て
加
美
町
の
環

境
を
守
っ
て
い

く
た
め
に
、
そ

の
基
本
的
な
考

え
方
を
条
例
と

し
て
定
め
た
も

の
。
 

　
町
民
の
健
康
と
福
祉
の
増

進
、
都
市
と
の
交
流
拡
大
を

図
り
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く

り
を
目
的
と
し
て
、
平
成
15

年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て
き

た
山
村
ふ
れ
あ
い
公
園
が
３

月
に
完
成
し
た
こ
と
に
伴
い
、

施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
事
項
を
定
め
た
も
の
。
 

 パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
使
用
料
 

　
一
人
一
日
　
　
4
0
0
円
 

　
用
具
使
用
料
　
3
0
0
円
 

第９号 

　
町
が
設
置
主
体
と
な
っ
て

個
別
の
浄
化
槽
を
整
備
し
、

し
尿
と
雑
排
水
を
併
せ
て
処

理
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

適
正
な
設
置
、
維
持
管
理
、

必
要
な
費
用
負
担
等
の
条
項

や
罰
則
を
定
め
た
も
の
。
 

《
そ
の
他
の
議
案
》
い
ず
れ
も
可
決
 

●
加
美
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
 

●
加
美
町
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計
条
例
の
制
定
 

●
加
美
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
 

　
改
正
 

●
加
美
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
者
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
 

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
 

●
加
美
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
 

●
加
美
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
 

●
加
美
町
工
業
用
地
等
造
成
事
業
特
別
会
計
条
例
の
一
部
を
改
正
 

●
加
美
町
集
会
所
条
例
の
一
部
を
改
正
 

●
加
美
町
老
人
憩
い
の
家
条
例
の
一
部
を
改
正
 

●
加
美
町
産
業
活
性
化
研
修
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
 

制定 町条例 改正 制定 町条例 改正 制定 町条例 改正 
やくらい地区に 

パ－クゴルフ場オ－プン 
 

加美町山村ふれあい公園 
条例の制定 

豊かで美しい自然を未来の 
子供たちにつないでいくために 

 
加美町環境基本条例の制定 

公共下水道事業の計画区域以外の 
生活環境の保全と公衆衛生の向上に 

 
加美町浄化槽事業条例の制定 

4月23日のオープンセレモニー 

アユ釣りでにぎわう明神堰 

中新田浄化センター内の処理施設 
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総
　
務
 

 

常
任
委
員
会
 

 一
、
合
併
の
経
過
と
 

　
　
　
　
　
課
題
に
つ
い
て
 

二
、
環
境
保
全
に
つ
い
て
 

 　
行
政
改
革
に
つ
い
て
は
、

庁
内
に
行
政
改
革
検
討
部
会
、

行
政
改
革
推
進
委
員
会
を
設

置
し
、
町
長
と
の
間
で
大
綱

案
を
作
成
し
、
行
政
運
営
の

効
率
化
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
た
め
行
政
改
革

大
綱
の
策
定
に
向
け
本
年
度

か
ら
組
織
の
整
備
に
着
手
す

る
。
 

　
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
住

民
の
ニ
ー
ズ
に
即
応
し
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
組
織
改
革

及
び
施
設
利
用
計
画
等
行
政

運
営
の
効
率
化
を
図
る
と
と

も
に
、
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム

の
導
入
、
人
事
評
価
、
民
間

活
用
等
も
充
分
検
討
し
大
綱

の
整
備
に
早
急
に
努
め
る
べ

き
と
考
え
る
。
 

　
中
長
期
財
政
計
画
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
国
の
「
三
位

一
体
改
革
」
が
示
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
財
政
計
画
の
見

直
し
が
必
要
と
さ
れ
て
き
て

い
る
。
平
成
16
年
度
か
ら
３

年
間
で
国
か
ら
地
方
へ
の
税

源
移
譲
、
国
庫
補
助
金
負
担

金
の
削
減
、
地
方
交
付
税
の

見
直
し
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

内
外
の
動
向
を
勘
案
し
た
財

政
計
画
の
再
構
築
が
必
要
と

さ
れ
る
。
 

　
税
制
体
制
に
つ
い
て
は
、

本
町
の
市
町
村
税
の
合
計
額

と
国
民
健
康
保
険
税
の
収
入

済
額
が
平
成
14
年
度
と
平
成

15
年
度
を
比
較
す
る
と
減
額

し
て
い
る
。
 

　
ま
た
、
新
町
建
設
計
画
で

の
町
税
額
と
平
成
15
年
度
決

算
額
を
比
較
す
る
と
、
２
億

３
、
９
０
０
万
円
が
減
額
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
今

後
の
財
政
運
営
に
大
き
く
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
財
政

計
画
の
見
直
し
が
必
要
と
思

わ
れ
る
。
 

　
納
税
義
務
者
の
公
平
・
公

正
の
観
点
か
ら
徴
収
体
制
の

更
な
る
工
夫
に
よ
り
収
入
未

済
額
、
不
能
欠
損
額
の
減
額

に
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。
 

　
ま
た
、
環
境
保
全
に
つ
い

て
、
廃
棄
物
処
理
を
中
心
に

調
査
し
た
が
、
一
般
廃
棄
物

処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、
平

成
17
年
度
に
六
の
国
環
境
衛

生
組
合
と
大
崎
地
域
広
域
行

政
事
務
組
合
が
統
合
す
る
こ

と
で
、
効
率
性
、
経
済
性
が

図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る

と
同
時
に
町
民
に
対
し
更
な

る
ゴ
ミ
の
減
量
化
、
リ
サ
イ

ク
ル
の
啓
蒙
、
推
進
に
努
め

る
べ
き
と
考
え
る
。
 

　
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
知
事
の

許
可
に
基
づ
く
民
間
事
業
者

の
設
置
運
営
と
な
っ
て
い
る

も
の
の
、
実
態
は
環
境
問
題

を
起
こ
し
て
い
る
例
も
多
く

見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
法
令

の
整
備
を
待
ち
な
が
ら
当
面

の
策
と
し
て
は
、
国
、
県
な

ど
公
の
機
関
が
関
与
す
る
仕

組
み
を
構
築
す
る
べ
き
と
考

え
る
。
 

 

文
教
民
生
 

 

常
任
委
員
会
 

 福
祉
施
設
・
社
会
施
設
の
 

　
　
　
　
　
現
況
に
つ
い
て
 

 　
町
内
の
私
立
幼
稚
園
に
つ

い
て
、
中
新
田
地
区
の
幼
児

教
育
に
つ
い
て
は
、
私
立
幼

稚
園
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
の
で
、
町
や
教
育
委

員
会
か
ら
の
情
報
等
の
提
供

を
、
町
立
・
私
立
の
区
別
な

く
行
う
な
ど
の
配
慮
が
必
要

と
思
わ
れ
る
。
 

　
ま
た
、
建
設
中
の
中
新
田

地
区
統
合
保
育
所
と
の
関
連

に
つ
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
面
な

ど
で
重
複
す
る
場
合
も
考
え

ら
れ
る
た
め
運
営
体
制
に
つ

い
て
も
、
私
立
幼
稚
園
関
係

者
を
交
え
た
協
議
が
必
要
と

思
わ
れ
る
。
 

　
介
護
施
設
に
つ
い
て
は
、

昨
年
、
町
内
で
も
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
が
開
設
さ
れ
る
な
ど
、

一
部
で
民
間
に
よ
る
長
期
滞

在
型
の
施
設
が
運
営
さ
れ
て

い
る
が
、
町
内
に
あ
る
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
長
期
入

所
を
希
望
し
て
い
る
待
機
者

の
数
が
町
内
だ
け
で
２
０
０

人
を
超
え
て
お
り
、
何
ら
か

の
対
策
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

築
20
年
を
経
過
し
た
青
風
園

の
改
修
な
ど
も
今
後
必
要
と

な
る
見
込
み
と
聞
い
て
い
る

が
、
「
宮
崎
地
区
に
も
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
」
と
い

う
要
望
が
一
部
で
あ
り
、
そ

れ
ら
を
踏
ま
え
て
加
美
玉
造

福
祉
会
と
前
向
き
に
協
議
を

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
 

 

行政改革推進協議会 

旧六の国環境衛生組合 

建設中の中新田統合保育所 



第９号 

大規模小売店舗の建設予定地 

花楽小路商店街 

タカノフ－ズ 

整備が望まれるアクセス道路 

 

産
業
経
済
  

常
任
委
員
会
 

 

加
美
町
商
工
業
 

　
　
　
　
　
実
態
に
つ
い
て
 

 　
本
町
の
商
店
街
を
見
る
と
、

売
上
高
が
極
度
に
落
ち
込
み
、

販
売
力
が
年
々
低
下
の
傾
向

を
示
す
極
め
て
厳
し
い
状
況

で
あ
る
。
本
町
の
商
店
街
は

古
く
か
ら
農
家
と
の
か
か
わ

り
が
深
く
、
昨
今
の
農
業
情

勢
か
ら
農
業
粗
生
産
額
、
一

戸
当
た
り
所
得
額
が
減
少
傾

向
に
あ
り
、
こ
れ
以
上
の
消

費
の
伸
び
は
期
待
で
き
な
い

と
思
わ
れ
る
。
商
工
会
や
商

店
街
は
い
ろ
い
ろ
な
活
性
化

対
策
を
考
え
て
い
る
が
、
こ

れ
と
い
っ
た
手
だ
て
は
な
い
。
 

　
ま
た
、
こ
う
し
た
中
、
追

い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
本

年
、
大
規
模
小
売
店
舗
の
進

出
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
本

町
の
商
店
街
は
、
さ
ら
に
厳

し
い
情
勢
が
予
想
さ
れ
る
。
 

　
こ
う
し
た
問
題
を
踏
ま
え
、

藩
政
時
代
か
ら
続
い
て
き
た

伝
統
あ
る
商
店
街
を
い
ま
一

度
活
気
あ
る
町
に
蘇
ら
せ
る

た
め
に
は
ど
う
す
べ
き
か
を
、

お
互
い
知
恵
を
出
し
あ
っ
て

考
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の

た
め
に
は
こ
れ
ま
で
の
古
い

概
念
を
一
掃
し
、
消
費
者
及

び
地
域
住
民
に
支
持
さ
れ
る

商
店
街
へ
経
営
意
識
の
改
革

を
図
り
、
積
極
的
に
販
売
促
 

進
活
動
を
行
う
こ
と
。
 

　
ま
た
、
後
継
者
が
夢
と
希

望
を
持
て
る
商
店
街
づ
く
り

に
は
ハ
ー
ド
面
と
ソ
フ
ト
面

の
改
革
が
必
要
で
あ
り
、
や

る
気
の
あ
る
若
い
商
工
人
が

中
心
に
な
っ
て
、
大
型
店
と

共
存
共
栄
で
き
る
よ
う
な
新

し
い
加
美
町
商
店
街
振
興
方

策
を
示
す
べ
き
と
考
え
る
。
 

　
誘
致
企
業
の
実
態
に
つ
い

て
は
、
景
気
の
低
迷
が
続
く

中
、
積
極
的
な
企
業
努
力
に

よ
り
安
定
し
た
経
営
状
態
を

保
っ
て
い
る
企
業
も
あ
る
。
 

　
撤
退
し
た
東
洋
紡
跡
に
は

ハ
リ
マ
共
和
物
産
㈱
が
進
出

し
、
２
月
か
ら
操
業
を
開
始

し
て
い
る
。
ま
た
、
昨
年
10

月
か
ら
操
業
し
て
い
る
タ
カ

ノ
フ
ー
ズ
㈱
は
西
日
本
に
お

け
る
納
豆
の
消
費
が
伸
び
、

工
場
は
常
に
フ
ル
操
業
の
状

態
で
あ
る
。
 

　
昨
今
、
不
況
に
よ
る
雇
用

不
安
定
を
抱
え
た
ま
ま
の
状

態
が
続
い
て
お
り
「
緊
急
雇

用
対
策
室
」
の
設
置
を
考
慮

す
る
な
ど
、
誘
致
企
業
と
連

携
を
密
に
早
急
に
雇
用
問
題

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。
 

  

 

 建
　
設
 

 

常
任
委
員
会
 

 加
美
町
町
道
整
備
 

　
　
　
　
　
計
画
に
つ
い
て
 

 　
現
在
道
路
は
、
生
活
・
文

化
・
産
業
経
済
な
ど
地
域
間

交
流
の
基
盤
と
し
て
活
力
あ

る
地
域
づ
く
り
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
極
め
て
重
要
な

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
な
っ
て
い

る
。
 

　
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、

着
実
に
成
果
を
上
げ
て
い
る

が
、
地
方
の
道
路
整
備
は
未

だ
立
ち
遅
れ
て
い
る
状
況
に

あ
る
。
圏
域
内
外
の
各
地
域

間
相
互
を
連
携
す
る
国
・
県

道
を
軸
に
、
主
要
施
設
へ
の

ア
ク
セ
ス
道
路
や
、
集
落
間

を
結
ぶ
幹
線
町
道
の
構
築
が
 

求
め
ら
れ
て
い
る
現
状
で
あ
 

る
。
 

　
合
併
に
よ
り
住
民
の
日
常

生
活
や
産
業
経
済
の
交
流
で

交
通
量
が
増
加
す
る
傾
向
に

あ
り
、
道
路
通
行
機
能
性
の

確
保
と
、
事
故
防
止
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
災
害

時
の
対
応
や
冬
期
間
に
お
け

る
通
行
の
確
保
等
、
未
だ
整

備
が
不
十
分
で
あ
り
早
急
に

整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

長
期
的
な
道
路
整
備
計
画
に

基
づ
き
、
安
全
で
安
心
し
て

通
行
で
き
る
対
策
を
講
じ
て

い
く
必
要
が
あ
り
、
地
域
の

実
情
を
考
慮
の
上
、
確
実
に

実
施
さ
れ
る
よ
う
強
く
望
む

も
の
で
あ
る
。
 



議
会
運
営
  

委
員
会
 

 

議
会
の
運
営
に
つ
い
て
 

 　
本
委
員
会
で
は
、
町
民
に

開
か
れ
親
し
ま
れ
る
議
会
と

し
て
そ
の
活
性
化
を
求
め
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
議

会
中
継
の
導
入
、
会
議
室
の

全
面
禁
煙
、
一
般
質
問
方
法
、

条
例
・
規
則
の
改
正
、
先
例

の
見
直
し
に
つ
い
て
議
論
を

行
っ
た
。
 

　
議
会
中
継
は
、
最
も
基
本

的
な
議
会
情
報
で
あ
る
本
会

議
等
の
審
議
状
況
を
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
多
く
の

町
民
に
提
供
し
、
議
会
広
報

の
一
層
の
充
実
と
町
民
へ
の

よ
り
開
か
れ
た
議
会
の
推
進

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

平
成
16
年
６
月
定
例
会
よ
り

導
入
し
た
。
 

　
ま
た
健
康
増
進
法
の
施
行

に
伴
い
、
役
場
庁
舎
が
分
煙

化
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
平
成

16
年
４
月
よ
り
議
員
控
室
や

会
議
室
の
全
面
禁
煙
を
実
施

し
た
。
更
に
、
こ
れ
に
合
わ

せ
先
例
集
の
全
面
見
直
し
を

行
っ
た
。
 

　
一
般
質
問
に
つ
い
て
は
、

合
併
に
よ
り
広
域
化
し
た
こ

と
か
ら
、
利
便
性
を
図
り
、

平
成
16
年
９
月
定
例
議
会
よ

り
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
も
受
理
で

き
る
よ
う
に
し
た
。
 

　
ま
た
、
一
問
一
答
方
式
や

対
面
方
式
な
ど
一
般
質
問
の

形
式
に
つ
い
て
も
調
査
・
検

討
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後

の
課
題
と
し
た
い
。
 

　
条
例
・
規
則
等
の
改
正
に

つ
い
て
は
、
合
併
特
例
後
に

議
員
数
が
49
名
か
ら
20
名
に

減
少
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ

に
応
じ
た
定
数
条
例
・
委
員

会
条
例
・
会
議
規
則
・
先
例

の
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
た
。
 

平成17年５月20日発行　かみまち議会だより  

「教育基本法の改正について反対の意見決議を求める請願書」 

●審査結果　 
　　12月定例会で文教民生常任委員会に付託された当請願に 
　ついては、昭和22年に制定された教育基本法であるが、国 
　内の社会や国際社会、国民意識の変容を考慮し、成熟した 
　国内情勢を踏まえれば、改正もやむを得ないとして、当請 
　願は不採択とすべきものと判断した。 
●採決結果　起立少数により不採択 
 
「鳴瀬川の清流を守る条例を制定することについて」 

●採決結果　反対多数により不採択 

請願審査 

インターネットで議会中継も実施 

一問一答方式の議場を視察 



第９号 

　常任委員会は、地方自治法に基づき加美町議会委員会条例により、その名称、定数及び所 
管事項等が定められています。４月４日に開催されました臨時議会で決定した常任委員は次 
のとおりです。 

●庶務、税務、住民生活、土木、水道、下水道及び他の委員会に属しない事項に関する事務 
　の調査並びに議案、請願及び陳情等の審査を行います。 

前列左から 

　○下山孝雄 

　◎福島久義 

　　猪股信俊 

後列左から 

　　一條　光 

　　門脇幸悦 

　　尾形　勝 

円　内 

　　早坂良平 

●教育、保健及び福祉に関する事務の調査並びに議案、請願及び陳情等の審査を行います。 

前列左から 

　　佐藤澄男 

　◎近藤義次 

　○工藤清悦 

後列左から 

　　一條　寛 

　　吉岡博道 

　　沼田雄哉 

総務建設常任委員会 

教育民生常任委員会 

常 任 委 員 会　◎は委員長　○は副委員長 



平成17年５月20日発行　かみまち議会だより  

●農林、商工及び観光に関する事務の調査並びに議案、請願及び陳情等の審査を行います。 

前列左から 

　　米木正二 

　◎佐藤善一 

　○星義之佑 

後列左から 

　　三浦英典 

　　佐藤正憲 

　　高橋源吉 

●議会の運営、会議規則等、議長の諮問に関する事項の調査並びに 
　議案及び陳情等の審査を行います。 

前列左から 

　　近藤義次 

　◎米木正二 

　○尾形　勝 

後列左から 

　　佐藤善一 

　　福島久義 

　　佐藤澄男 

議
会
運
営
委
員
会 

産業経済常任委員会 

◎は委員長 

○は副委員長 



第９号 

発
行
／
加
美
町
議
会 

●議会等の内容について、町民の皆さんにお伝えするために、編集調査をします。 

前列左から 

　○門脇幸悦 

　◎佐藤正憲 

　　吉岡博道 

後列左から 

　　三浦英典 

　　一條　光 

　　沼田雄哉 

議会広報編集調査特別委員会 

古紙配合率100％ 
白色度70％再生紙を使用しています 

◎は委員長　○は副委員長 

議会の傍聴は町政を知るよい機会です。 
お気軽にどうぞ。 

◇
議
会
選
出
監
査
委
員
 

　
　
　
　
　
　
　
吉
 
岡
 
博
 
道
 

◇
大
崎
地
域
広
域
 

　
　
　
　
行
政
事
務
組
合
議
会
議
員
 

　
　
　
議
　
長
　
米
 
澤
 
秋
 
男
 

◇
加
美
郡
保
健
医
療
福
祉
 

 
 
 
 
行
政
事
務
組
合
議
会
議
員
 

　
　
　
議
　
長
　
米
 
澤
 
秋
 
男
 

　
　
　
副
議
長
　
猪
 
股
 
信
 
俊
 

　
　
　
教
育
民
生
常
任
委
員
長
 

　
　
　
　
　
　
　
近
 
藤
 
義
 
次
 

　
　
　
教
育
民
生
常
任
副
委
員
長
 

　
　
　
　
　
　
　
工
 
藤
 
清
 
悦
 

編

集

後

記

 

　
加
美
町
が
誕
生
し
て
か
ら
、
初
め
て
の
 

議
会
議
員
選
挙
に
よ
り
、
新
た
な
広
報
委
 

員
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
「
議
会
は
 

常
に
町
民
の
そ
ば
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
議
 

会
広
報
を
編
集
し
、
よ
り
見
や
す
く
、
よ
 

り
理
解
し
や
す
く
、
活
動
を
伝
え
て
ま
い
 

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

 　
　
委

員

長
　
佐
 
藤
 
正
 
憲
 

　
　
副
委
員
長
　
門
 
脇
 
幸
 
悦
 

　
　
委
 
 
員
　
一
 
條
 
 
　
光
 

　
　
　
　〃

 
 
吉
 
岡
 
博
 
道
 

　
　
　
　〃

 
 
沼
 
田
 
雄
 
哉
 

　
　
　
　〃

 
 
三
 
浦
 
英
 
典
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